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I．調査の概要 

１．調査の目的                              

 都筑区内で活動する伝統芸能・文化に関する団体の実態を把握し、地域文化

の継承や地域コミュニティの活性化に活用することを目的とする。 

 調査結果は団体リストとして取りまとめ、伝統芸能や地域文化に関心を持つ

方々の継続的な活動参加を促進するとともに、地域におけるイベントや交流事

業の企画、団体間の連携促進などに活用する。 

２．調査の方法                              

 （１）調査地域：都筑区全域 

 （２）調査対象： 「主な練習場所・発表場所が都筑区である」かつ「日本の

伝統芸能・文化の保存・継承を一つの目的としている」団

体 

 （３）調査方法：調査票もしくは横浜市電子申請システムによる回答 

 （４）調査期間：令和８年１月 21日（水）～２月 27日（金） 

※調査票回答期限終了後も必要に応じて個別に対応。 

 （５）調査委託機関：NPO法人都筑民家園管理運営委員会 

３．調査の項目                              

 全 14問 

 （１）団体の概要情報について 

 （２）団体の活動状況について 

 （２）団体の活動場所について 

 （４）新規メンバー募集の有無について 

４．調査票回収結果                             

 回答件数：127件 

 ※うち５件は個人からの回答のため、集計及び団体リストの対象外とした。 
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Ⅱ．調査結果の要約※各団体の詳細は団体リストに掲載 

１．ジャンル 

 調査票で設定した項目の中では、「茶道」の団体が最も多く、次いで「日本

舞踊」が多かった。 

 さらに、「その他」を選択した団体の内訳を見ると、「書道」が最も多く、そ

の回答数は調査票の項目として設定していた「茶道」を上回っていた。 

 

【ジャンル内訳】 

 

 

 

ジャンル 団体数
茶道 11

日本舞踊 10
三曲（琴・三味線・尺八） 8

お囃子 8
着物 8
和太鼓 7
華道 3
能楽 2
落語 2
しの笛 1
阿波踊り 1
よさこい 1
水墨画 1
その他 59
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【ジャンル「その他」の内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ジャンル 団体数
書道 11

書道アート 1
書道・こぎん刺し 1

詩吟 7
民謡 2

民謡舞踊 1
民謡舞踊・新舞踊 1

民謡踊り 1
日本舞踊・民謡踊り・新舞踊 1

民舞踊 1
新舞踊 1
囲碁 3

囲碁・将棋 1
将棋 1

昔話・わらべうた 1
わらべうた 1
つるしびな 3

陶芸 2
大正琴 2
そば打ち 2
俳句 2
川柳 1
短歌 1

童謡・愛唱歌 1
日本画 1
ちぎり絵 1

竹細工・木工 1
七宝焼き 1

和楽器・洋楽器・ソプラノ
歌手による昭和歌謡の演奏
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着物・盆踊り 1
古武道 1

街頭紙芝居 1
行事 2
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２．現在の活動状況 

 活動状況については、1団体を除く全ての団体が現在も活動を継続してい

た。活動頻度では、「１回／月 程度」が最も多かった一方で、「１回／週 以

上」と回答した団体も多くみられた。このことから、区内には継続的に活動を

行う団体が数多く存在していることが確認された。 

 

【活動状況内訳】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「活動中」の活動頻度内訳】 
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３．主な練習場所（各団体の複数回答〔１～３か所〕を集計）  

 町名単位で見ると、「中川」が最も多く、次いで「北山田」、「仲町台」が多

かった。 

 

【主な練習場所内訳（回答数１は除く）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な練習場所 団体数
中川 24
北山田 22
仲町台 20
区外 12
川和町 9
大棚町 8
勝田町 7
葛が谷 7
池辺町 5
牛久保東 5
南山田町 5
大棚西 4
中川中央 4
茅ケ崎中央 4

早渕 3
荏田東 3
折本町 3
荏田南 3
東山田町 2
加賀原 2
茅ケ崎南 2
牛久保 2
市外 2
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４．主な発表場所（各団体の複数回答〔１～３か所〕を集計） 

 町名単位で見ると、都筑区総合庁舎が立地する「茅ケ崎中央」が最も多く、

次いで「区外」、ボッシュ ホールが立地する「中川中央」が多かった。 

 

【主な発表場所内訳（回答数１は除く）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主な発表場所 団体数
茅ケ崎中央 22

区外 21
中川中央 19
中川 19
市外 10
大棚町 9
北山田 9
川和町 7
大棚西 7
仲町台 7
葛が谷 7
勝田町 4
東山田町 3
牛久保東 3
折本町 3
荏田南 2
南山田町 2
中川西 2
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５．新規メンバー募集 

全団体のうち、67％を超える団体が新規メンバーを募集していた。このこと

から、区内には新たな会員や参加者の受け入れに積極的な団体が多く、伝統芸

能・文化活動に関心を持つ区民に対して、活動に参加できる機会が一定程度確

保されていることが確認された。 

【新規メンバー募集有無内訳】 
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